
三重工場 CSRレポート

工場長ご挨拶

横浜ゴム㈱は、環境の基本方針に「社会に対
する公正さと、環境との調和を大切にする」を
掲げ、トップレベルの環境貢献企業になること
を目標としています。私たち三重工場は、神都
伊勢、日本一の清流宮川の流域に位置し、業
を営む企業として、この豊かな自然を守ってい
かなければならないと強く感じています。1998
年にISO14001の認証を取得して以来、環境マ
ネジメントシステムを機軸に従業員全員参加に
よる環境保全活動に取り組んでいます。環境の

保全に関しては、環境負荷の軽減に向け毎年目標を決め取り組む事により、
継続的な改善を実施しております。特に、女性職員を中心とした「ムダ取
り発見隊」による資源使用量の削減活動は、外に向かって自慢できる特
徴的な活動となっています。「千年の杜プロジェクト」「企業の森」活動を
通し、森の創生や水源の確保を行い、CO2削減、防災、生物の保護に役

立てております。
2013年度は、第6期の植樹を行い、これまでの植樹本数も合計25,195
本となりました。また、要望に応じ苗木の提供も行ってきました。
2012年から行っている生物多様性保全活動は、各チームで作成した自前
の生物・植物図鑑も整ってきて、前向きかつ、楽しく活動を継続しています。
ボランティア活動として、東日本大震災直後、現場有志の手で現地へ支援
物資を届け、その後も現地での復興支援活動を継続し2014年3月にも現
地へ出向き、女川町地域医療センターからの役場管轄文書の搬出、旧女
川第一小学校への文書搬入（１３４箱、４時間）、作業終了後に復幸祭に
参加してきました。
そして地域ボランティアでは工場周辺地域への清掃活動を行政・自治会と
共に実施しています。これらは、工場一丸となった取り組みになっています。
今後も地域の皆さまに信頼される企業としてあり続けられる様に取り組ん
でまいります。

高木　誠

事業内容：
敷地面積：
従業員数：
所 在 地：

トラック・バス・RV車用を中心としたタイヤ製造
264,000m2

1,078人（2013年12月末現在）
〒516-8530 三重県伊勢市御薗町高向1038番地

相談・苦情などの受付窓口：
業務課　環境管理事務局
TEL：0596-28-3151　（内線455）
FAX：0596-28-3156
メールアドレス：
y835011@mta.yrc.co.jp

組織統治

全従業員に「コンプライアンスカード」を配布し、会社のコンプライアン
スに関する姿勢、方針の徹底を図っています。

コンプライアンス方針の徹底

人権

新規採用時には、従業員にコンプライアンスカードを配布し、人権尊重の
重要性について教育を実施しています。
また、役付へコンプライアンス教育を実施しており、人権に関するテーマと
しては、2013年はハラスメントに関する教育を実施しました。

職位や社員区分に関係なく、小さな事柄でも良いことについてはさまざま
な表彰を行っています。また、失敗を恐れずに、チャレンジすることを奨励
しており、現場から多様な発明品も生まれています。

障がい者雇用については、関連団体と情報交換を密にし、2013年に3人、
2014年に1人を採用し、障がい者の就業体験学習の受け入れも継続実施
して、障がい者雇用の拡充に取り組んでいます。

人権教育

生き生きと働ける職場づくり

障がい者雇用

厚生ホールに投書箱を設置し、広く従業員からの声を吸い上げ、組織の
健全化を図っていく仕組みを導入しました。

組織の自浄機能



労働慣行

三重工場では2006年にＪＩＳＨＡ方式適格ＯＳＨＭＳ（労働安全衛生マ
ネジメントシステム）を認定取得しました。このシステムは設備の本質安
全を追及したリスクの低減改善活動とあわせ、コミュニケーションをはじ
めとした安全な人づくりが柱となっています。
工場の安全衛生方針は、「従業員、協力社員の安全と健康を確保するこ
とは企業活動の基盤であり、安全、健康で快適な職場を実現するため、
従業員、協力社員の協力の下に労働安全衛生マネジメントシステムを適
切、効果的に実施運用することにより一人ひとりが安全を全てに優先さ
せる」を基本に展開をしています。

リスクアセスメントの手法による危険源の洗出し・評価・改善を推進し、
人が間違いを起こしたり、勘違いをしても災害にならないような安全対
策を進めています。

人に焦点を当てた安全活動では、集団指導から個人指導、座学教育か
ら体験型教育へと活動の見直しをはかり、「やらされている」から「やる
気型」になるよう変えています。
各個人の弱点をシッカリ認識してみんなで直していくこと、自分も仲間も
災害を起こさない人づくり、具体的には危険なことは「危険だ」と感じて
作業の仕方を考えることができる人をみんなで作り上げていく活動です。

安全衛生の基本

安全な設備づくり

安全な人づくり

環境

環境マネジメント

環境方針

経営方針に示された「社会に対する公平さと環境との調和を大切にする」
を規範として、トップレベルの環境貢献事業所になります。

（１）三重工場は、全ての活動分野で環境へ配慮した施策に取り組みます。
（２）信頼される工場となるために環境マネジメントシステムを強化し、環
境汚染の予防と環境改善を継続的に進めます。

（３）地球温暖化防止のための温室効果ガスの排出量削減の推進をします。
（４）廃棄物の排出量削減と資源の有効活用の推進をします。
（５）関連する法規制及び協定等を遵守し、環境保全に取り組みます。
（６）環境方針を具現化するため環境目的・目標を設定し、計画的に実行し
ます。

（７）組織で働く又は組織のために働くすべての人が、本方針を理解し、行
動するような教育と啓発を行い周知を図ります。

（８）生物多様性の保全活動で、伊勢湾をつなぐ「宮川流域」のかけがえな
い自然の保護・再生に取り組みます。

（９）神都、伊勢の自然との調和・融合し“YOKOHAMA千年の杜活動”
を通じ、地域の要請に対応致します。

（10）住民苦情に対して計画化と改善を実行します。
（11）本方針は、一般の人からの要求に応じ公表します。

2014 年 1 月 1 日　　　　　 
横浜ゴム株式会社三重工場　　　　　

工場長　　　　　　 　　　　　

2013年度は①千年の杜植樹活動（三重工場）、②企業の森植樹活動（三
重県大紀町）、③勢田川清掃（伊勢市）、④桧尻川（伊勢市）、⑤大湊海
岸（伊勢市大湊町）、⑥ビオトープ（三重工場）保全活動を継続して行
いました。④⑤⑥の3カ所は管理監督者以上で月1回生物多様性保全活
動の日にチーム活動、ワークショップを行います。ワークショップでは各
チーム活動報告を行い、図鑑を作成しています。全体活動は自治会や行
政と共に3カ月に1度の清掃活動を行っています。また、⑤大湊海岸の保
全活動として大湊小学校４年生を対象に出前授業を行い、大湊海岸の
生き物の話、外来種であるコマツヨイグサの抜根大会を開催しました。

生物多様性保全の取り組みについて

大湊小学校 出前授業

生物多様性マップ

桧尻川清掃活動



環境

騒音：工場敷地境界線（18カ所）にて管理を行い、月に1回自主測定
を実施しています。

振動：工場敷地境界線（13カ所）にて管理を行い、月に1回自主測定
を実施しています。

臭気：工場敷地境界線にて、年に2回自主測定を実施しています。ダク
トへ芳香剤噴霧器を設置し、対策をとっています。

振動
Q：	環境モニターをしていますが、半年ぐらいまでは振動があったが、半年

ぐらい前から楽になりました。会社に敬意を表します。
A：	振動元がつきとめられないと報告がありましたが、JR側の振動は、工

場の南側に設置してある空気圧縮設備ではないかと推定しています。
その設備は振動の出易いもの、出難いものがあります。省エネ活動で、
工場内のエアー漏れを削減して、該当設備を使用しなくてもよい改善を
行いました。

交通マナー
Q：トラックやトレーラーに関しては、それほどひどい運転は見受けられま

せん。
	 トレーラーやトラックは狭い道だし、マナーを守り、運転しています。工

場勤務者、特に帰宅時間帯は、運転があらいように感じます。
	 マナーを守らせていただきたい。交通安全について、お願いします。

A： 現状の交通マナーについては私たちは満足していません。信号等の設
置を含めて行政と相談していきたいと考えています。また、通勤時に正
門に立ち、安全運転の啓発活動を継続しています。交通マナーに対して、
従業員への指導を伊勢警察署にご協力をいただき、講習会を開催して
います。

ご意見
工場見学させてもらいました。33年間になりますが、水質でモニター
させてもらっている。浄化槽を見せてもらって、安心してモニターがで
きます。ありがとうございました。

騒音、振動、臭気について

2013年度寄せられた主な意見や苦情と対応内容

環境データ
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※基準年：1990年を原則としていますが、京都議定書に準じてHFC、PFC、SF6は1995年としています。
※温室効果ガス（GHG）の算定方法：環境省・経済産業省発行の「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」
　に準拠しています。
　なお、2009年度の電力購入からのGHG算定は、環境大臣公表の契約電力会社別実排出係数を使用しています。
※2011年度は決算期が4-12月となりましたので、2011年1-3月データを重複させて1-12月で集計しています。
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※大気汚染防止法、伊勢市公害防止協定
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）l/gm（ 度濃分油

6.5～7.8
10
10
20
1.6

6.0～8.0
20
20
40
2

三重工場
No.2排水

PH

項 目
2012年度実績

■水・大気・土壌への排出対策
・水質汚濁にかかわるデータ

・大気汚染物質（NOx、SOx）

56

NOx

-

SOx

排出量（ｔ/年）

項 目

環境

人権侵害や法令違反など、問題のある取引先とは取引を開始しないよう、
新規に取引を開始する際の要領が定められています。この要領に基づいて
新規購買先採用認可手続きを行っており、各種資料を参考にしながら取
引業者との面談も行い、取引先を選定しています。

三重工場には協力会社で組織する「五十鈴会」があり、役員会等におい
て要望や意見などを集め改善を図っています。また、勉強会も毎年開催し
ており、2013年のCSR勉強会では、ハラスメントや情報管理・情報セキュ
リティーをテーマにあげ、お互いにコンプライアンス違反を発生させないよ
う、レベルアップを図っています。

新規取引先の認定 取引先とのコミュニケーション

公正な事業慣行

消費者課題

三重工場は、「お客さま目線で品質を作る」を運営の柱とし、品質マネジメ
ントシステムISO／ＴＳ 16949をベースとした製品・サービスの継続的改
善を進め、半期毎のシステム内部監査、外部監査によりシステムの有効性
を確認しています。

「品質部会」における製品不具合や工程内不具合などの品質情報の共有、
品質啓発活動「Qの日」での製品不具合観察、不具合情報分析を元にし

た検査精度向上活動など、「お客さま目線」を全員の意識として共有する
活動を進めています。
製品については、今年度、摩耗性能向上により環境負荷を低減した新商
品を上市しましたが、今後、さらに環境貢献商品へのシフトを進めていき
たいと考えています。

製品・サービスの安全と品質

化学物質の管理状況についての報告
(単位: t／年)

安全性影響度評価　Ⅴ-4※4

政令
番号 対象化学物質 取扱量

※1
排出量

※2
移動量

※3

有害性
ランク
（人）

年間換算
排出量
（人）

有害性
ランク

（生態）

年間換算
排出量

（生態）

53 エチルベンゼン 1.099 0.282 0.000 C 2.818 C 2.818
80 キシレン 6.403 2.170 0.000 C 21.698 C 21.698
86 クレソール 1.068 0.000 0.027 Ｂ 0.000 C 0.000

132 コバルト及びその化合物 10.704 0.000 0.042 Ａ 0.000 記載なし 0.000
155 N-(シクロヘキシルチオ)フタルイミド 83.540 0.000 0.569 Ｄ 0.000 Ｂ 0.000

189 Ｎ,Ｎ-ジシクロヘキシルー2-ベンソ
チアソールスルフェンアミド 90.060 0.000 0.625 Ｄ 0.000 Ｂ 0.000

205 1,3-ジフェニルグアニジン 8.640 0.000 0.004 Ａ 0.000 C 0.000

230 N-(1,3-ジメチルブチル)-Ｎ'-フェニ
ルーパラーフェニレンジアミン 957.520 0.000 16.342 Ｄ 0.000 Ｂ 0.000

300 トルエン 7.795 2.522 0.000 C 25.222 D 2.522

372 Ｎ-(ターシヤリーブチル)-2-ベンソ
チアソールスルフェンアミド 456.225 0.000 1.492 Ｂ 0.000 Ａ 0.000

392 ノルマルーヘキサン 4.424 4.424 0.000 C 44.242 記載なし 0.000
20 2-アミノエタノール 0.227 0.227 0.000 Ｂ 22.745 C 2.275

169 3-(3,4-ジクロロフェニル)-1,1-ジメ
チル尿素 0.002 0.000 0.000 Ｂ 0.000 Ａ 0.000

207 2,6-ジーターシャリーブチルー4-
クレソール 0.005 0.000 0.000 Ａ 0.000 Ｂ 0.000

296 1,2,4-トリメチルベンゼン 0.352 0.000 0.000 C 0.000 C 0.000
297 1,3,5-トリメチルベンゼン 0.070 0.000 0.000 C 0.000 C 0.000
333 ヒドラジン 0.271 0.000 0.000 Ａ 0.000 Ｂ 0.000
400 ベンゼン 0.556 0.001 0.000 Ａ 0.750 C 0.007

総合計 1628.961 9.626 19.100 ― 117.475 ― 29.321

※1：取扱量は1t以上を記載（ダイオキシン類を除く）ただし､ ベンゼン等の特定第1種指定化学物質は0.5t以上を記載
※2：排出量＝大気＋公共用水域＋土壌
※3：移動量＝廃棄物＋公共下水道
※4：安全衛生影響評価の基準については「国内生産拠点の安全性評価表」をご参照ください
　　  (http://www.yrc.co.jp/csr/data/pdf/16kokunaikyoten.pdf)



コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

地域社会とのかかわり 工場見学・説明会

地域交流：
5月3日 ふれ愛まつり

地域ボランティア：
女川町復興支援ボランティア活動（3月14日～16日　12人が参加)

施設開放：
地域のサッカーグラウンド（YAMATO様）にグラウンドを貸与しています。

地域行事への協賛：
2月11日	 高向大社大祭参画
6月16日	 高柳夜店に出店　
7月13日	 伊勢神宮奉納全国花火大会に協賛
7月	 宮川・常盤・宮町　三町会盆踊り大会に協賛

環境活動：
1月26日	 東豊浜海岸清掃
4月20日　 桧尻川・ほとす川清掃
7月7日	 伊勢市主催勢田川七夕大掃除
10月16日、21日　第6期植樹祭　
11月	 推進協 答志島漂流物清掃活動参加

生物多様性保全活動：
毎月 生物多様性モニタリング調査実施

2013年度は、近隣の小学生や高校生をはじめ、地域団体など、工場
見学の受入れを延べ36件、来訪人数800人の方が三重工場に来訪さ
れました。

工場見学、説明会ご希望の場合は下記へご連絡ください。　　
　　　受付時間　　月曜日～金曜日　8：00～17：00
　　　　　　　　　（年末年始、5月連休、8月連休を除く）
　　　問合せ先　　業務課庶務　木田　TEL　0596-28-3151


